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集
落
生
活
圏
を
維
持

す
る
た
め
の
「
小

さ
な
拠
点
」
形
成
に

対
す
る
支
援
に
つ
い

て
。

Ａ　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が
進
み
、

中
山
間
地
域
な
ど
で
は
自
治
会
や
農
協

な
ど
を
中
心
に
、
生
活
支
援
機
能
の
集

約
・
確
保
や
地
域
資
源
を
活
用
し
た
仕

事
の
確
保
を
目
指
す
「
小
さ
な
拠
点
」

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
住
民
自

ら
集
落
生
活
圏
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ

い
て
協
議
し
、
持
続
的
に
取
り
組
む
体

制
を
確
立
す
る
た
め
、
今
年
度
、
地
域

運
営
組
織
等
が
行
う
人
材
育
成
、
将
来

計
画
の
策
定
な
ど
に
県
独
自
の
補
助
制

度
を
創
設
し
た
。

都
市
近
郊
農
業
に
対

す
る
県
の
取
り
組
み

を
問
う
。

Ａ　

都
市
近
郊
農
業
は
、
食
料
供
給
は

も
と
よ
り
農
業
体
験
な
ど
多
く
の
機
能

を
果
た
し
て
い
る
。
食
料
供
給
で
は
、

直
売
所
に
出
荷
す
る
農
業
者
を
対
象
に

普
及
セ
ン
タ
ー
の
生
産
技
術
に
関
す
る

講
習
会
や
、
加
工
品
づ
く
り
に
つ
い
て

指
導
・
助
言
を
行
っ
た
結
果
、
安
定
的

に
出
荷
さ
れ
、
学
校
給
食
等
と
の
直
接

取
引
も
進
ん
で
い
る
。
ま
た
、
農
業
体

験
と
し
て
田
植
え
な
ど
の
実
施
や
、
県

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
市
民
農
園
情
報
を

提
供
し
て
い
る
。
今
後
と
も
都
市
近
郊

農
業
の
機
能
発
揮
に
努
め
る
。

市
町
村
の
個
別
避
難

支
援
計
画
策
定
に

は
、
避
難
行
動
要
支

援
者
の
個
人
情
報
開

示
の
同
意
が
必
要
だ
が
計
画
策
定
は
進

む
の
か
。

Ａ　

個
人
情
報
の
開
示
に
同
意
し
た
要

支
援
者
の
策
定
率
は
今
年
４
月
時
点
で

45
・
５
％
（
全
国
平
均
34
・
７
％
）。

策
定
率
が
伸
び
な
い
理
由
は
、
避
難
支

援
者
の
確
保
が
進
ま
な
い
こ
と
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
が
、
自
主
防
災
組
織
な

ど
地
域
全
体
で
避
難
を
支
援
す
る
こ
と

に
よ
り
計
画
を
進
め
て
い
る
市
町
村
も

あ
る
。
策
定
率
１
０
０
％
達
成
を
目
指

し
今
後
、
策
定
で
き
て
い
な
い
市
町
村

の
首
長
に
強
く
要
請
し
て
い
く
。

市
町
村
の
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
に

対
す
る
支
援
に
つ
い

て
。

Ａ　

国
の
新
た
な
制
度
を
活
用
し
、低
・

未
利
用
地
の
集
約
、
権
利
交
換
等
の
ケ

ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
具
体
的
な
地
域
で
実

施
、
利
活
用
を
支
援
す
る
。
今
年
度
か

ら
県
独
自
事
業
で
、
市
町
村
が
所
有
す

る
低
・
未
利
用
地
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を

作
成
、
公
表
す
る
こ
と
で
広
く
民
間
事

業
者
か
ら
提
案
を
引
き
出
し
、
そ
の
創

意
工
夫
に
よ
っ
て
周
辺
に
点
在
す
る
民

間
の
低
・
未
利
用
地
を
含
め
利
活
用
が

進
む
こ
と
も
期
待
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
支
援
を
通
じ
地
域
全
体
の
活
性
化
を

促
進
す
る
。

※
低
・
未
利
用
地
：
適
正
な
利
用
が
図
ら
れ
る

べ
き
土
地
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
長
期

間
に
わ
た
り
利
用
さ
れ
て
い
な
い
「
未
利
用

地
」
と
、
周
辺
地
域
の
利
用
状
況
に
比
べ
て

利
用
の
程
度
（
利
用
頻
度
、
整
備
水
準
、
管

理
状
況
な
ど
）が
低
い「
低
利
用
地
」の
総
称
。

Ａ　

被
害
の
実
態
把
握
に
努
め
て
い
る

と
こ
ろ
。
今
後
、
被
災
農
家
が
営
農
意

欲
を
失
わ
れ
な
い
よ
う
必
要
な
支
援
策

を
検
討
し
て
い
く
。
そ
の
上
で
、
平
成

27
年
度
に
国
が
創
設
し
た
「
産
地
パ
ワ

ー
ア
ッ
プ
事
業
」
を
活
用
し
、
強
風

に
耐
え
る
ハ
ウ
ス
の
整
備
を
推
進
。
ま

た
、
県
単
独
の
「
高
収
益
型
園
芸
事

業
」
で
は
ハ
ウ
ス
の
改
修
・
補
修
等
を

支
援
。
ま
た
、
大
雨
の
冠
水
被
害
に
対

し
て
は
新
た
に
排
水
ポ
ン
プ
の
整
備
も

支
援
し
、
農
業
経
営
の
安
定
を
図
っ
て

い
く
。

ス
マ
ー
ト
農
業
の
普

及
に
向
け
た
取
り
組

み
を
問
う
。

Ａ　

平
成
28
年
度
か
ら
施
設
園
芸
６
品

目
で
優
良
農
家
の
栽
培
環
境
デ
ー
タ
を

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
で
収
集
・
解
析
し
指
導
に

活
用
。
今
年
度
か
ら
新
た
に
、
ハ
ウ
ス

内
環
境
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
遠
隔
管

理
す
る
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
支
援
す

る
。
水
田
農
業
に
つ
い
て
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ

搭
載
ト
ラ
ク
タ
ー
等
の
導
入
を
支
援
。

国
も
、
県
と
農
家
な
ど
が
連
携
し
て
、

Ａ
Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
活
用
し
た
栽
培
か
ら

労
務
・
経
営
管
理
ま
で
一
貫
管
理
で
き

る
シ
ス
テ
ム
の
実
証
を
実
施
。
今
後
と

も
取
り
組
み
を
進
め
る
。

※
ス
マ
ー
ト
農
業
：
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
や
情
報
通

信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
を
活
用
し
て
、
省
力
化
・

精
密
化
や
高
品
質
生
産
を
実
現
す
る
等
を
推

進
し
て
い
る
新
た
な
農
業
。

山
間
部
な
ど
を
巡
回

す
る
移
動
ス
ー
パ
ー

の
導
入
支
援
に
つ
い

て
。

Ａ　

移
動
販
売
車
は
、
特
に
高
齢
者
に

と
っ
て
有
効
な
買
い
物
支
援
で
あ
る
。

ま
た
、
集
い
の
場
で
安
否
確
認
の
場
と

し
て
も
効
果
が
見
込
ま
れ
る
。
県
は
出

張
販
売
や
宅
配
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
買
い

物
支
援
を
行
う
商
店
街
や
商
工
会
・
商

工
会
議
所
に
助
成
し
て
お
り
、こ
れ
は
、

地
域
の
ス
ー
パ
ー
が
商
店
街
な
ど
と
協

力
す
る
移
動
ス
ー
パ
ー
も
助
成
の
対
象

で
あ
る
。
今
後
も
市
町
村
や
商
店
街
等

に
移
動
ス
ー
パ
ー
の
取
り
組
み
を
広
く

紹
介
し
、
県
の
制
度
活
用
を
促
し
て
い

き
た
い
。

今
年
度
の
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
拡
大
に
向
け

た
取
り
組
み
に
つ
い

て
。

Ａ　

今
年
は
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
、
来
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、欧
米
豪
向
け
に
観
光
情
報
を
発
信
。

個
人
旅
行
者
が
増
加
し
て
い
る
中
国
に

つ
い
て
は
、
中
国
国
内
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活

用
し
て
情
報
を
発
信
し
、
上
海
で
は
旅

行
会
社
と
商
談
会
を
開
催
す
る
。
航
空

路
線
が
拡
大
し
て
い
る
タ
イ
や
マ
レ
ー

シ
ア
な
ど
東
南
ア
ジ
ア
の
旅
行
会
社
を

招
く
な
ど
、
国
・
地
域
の
多
様
化
を
図

り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
拡
大
に
努
め
て

い
く
。

県
内
で
柔
道
、
剣
道

を
は
じ
め
多
様
な
武

道
種
目
を
授
業
で
実

施
し
た
い
と
考
え
て

い
る
学
校
へ
の
支
援
を
行
う
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ　

学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
て
い
る

武
道
９
種
目
の
う
ち
、
ど
の
種
目
を
実

施
す
る
か
は
、
学
校
が
生
徒
の
希
望
や

地
域
の
実
態
を
踏
ま
え
決
定
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
ま
ず
は

各
学
校
の
意
向
を
把
握
し
、
多
様
な
武

道
の
実
施
を
希
望
す
る
学
校
に
は
市
町

村
教
育
委
員
会
や
競
技
団
体
と
連
携

し
、
指
導
者
や
用
具
の
確
保
等
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

１
日
も
早
い
待
機
児

童
解
消
に
向
け
て
の

県
の
取
り
組
み
を
問

う
。

Ａ　

県
が
策
定
し
た
「
ふ
く
お
か
子
ど

も
・
子
育
て
応
援
総
合
プ
ラ
ン
」
で
は

今
年
度
ま
で
に
待
機
児
童
ゼ
ロ
の
目
標

を
設
定
し
、
保
育
施
設
の
整
備
な
ど
の

受
け
皿
の
確
保
を
図
っ
て
き
た
が
、
子

育
て
世
代
が
増
加
し
て
い
る
市
町
村
で

は
保
育
需
要
の
伸
び
が
見
込
み
を
上
回

り
、
待
機
児
童
が
増
加
し
て
い
る
。
こ

の
た
め
今
年
度
、
待
機
児
童
の
約
８
割

を
占
め
る
３
歳
未
満
児
の
受
け
入
れ
の

拡
大
を
目
指
す
補
助
事
業
を
始
め
、
待

機
児
童
の
解
消
を
図
る
。

九
州
農
産
物
通
商
の

輸
出
額
に
お
け
る
県

産
、
九
州
産
の
額
と

割
合
、
増
加
に
向
け

た
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

Ａ　

県
産
の
輸
出
額
は
25
年
度
の
６
．

５
千
万
円
か
ら
30
年
度
は
５
．３
千
万

円
へ
減
少
、
割
合
も
19
・
２
％
か
ら
７
・

４
％
に
減
少
。
九
州
産
の
輸
出
額
は
25

年
度
の
１
億
１
千
万
円
か
ら
30
年
度
は

１
億
６
千
万
円
へ
増
加
し
た
が
、
割
合

は
32
・
８
％
か
ら
22
・
３
％
へ
減
少
。

今
後
、
通
商
で
は
経
営
の
安
定
を
図
る

と
同
時
に
、
県
産
、
九
州
産
の
取
扱
量

を
さ
ら
に
増
や
す
た
め
、
輸
出
に
対
応

す
る
産
地
の
支
援
に
取
り
組
む
。

Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
の

拡
充
に
つ
い
て
、
民

間
シ
ェ
ル
タ
ー
の
役

割
の
認
識
と
県
の
財

政
支
援
を
問
う
。

Ａ　

民
間
シ
ェ
ル
タ
ー
を
運
営
す
る
団

体
は
、そ
の
専
門
性
を
生
か
し
て
、外
国

人
女
性
に
対
す
る
相
談
と
い
っ
た
Ｄ
Ｖ

被
害
者
支
援
に
主
体
的
に
取
り
組
ん
で

お
ら
れ
、重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。県
の
財
政
支
援
に
つ
い
て
は
、現
在
、

国
が
民
間
シ
ェ
ル
タ
ー
の
先
進
的
な
取

り
組
み
に
対
す
る
支
援
策
を
検
討
す
る

た
め
の
実
態
調
査
を
行
っ
て
お
り
、ま
ず

は
そ
の
調
査
状
況
を
注
視
し
て
い
く
。

成
年
年
齢
の
18
歳
へ

の
引
き
下
げ
は
、県
立

高
校
の
校
則
の
あ
り

方
に
も
大
き
な
影
響

を
与
え
る
と
考
え
る
が
。対
応
を
問
う
。

Ａ　

成
年
に
達
し
た
高
校
生
は
保
護
者

の
同
意
な
し
に
法
律
行
為
が
可
能
と
な

る
こ
と
か
ら
、
各
学
校
は
校
則
の
緩
和

や
、
教
育
的
配
慮
に
基
づ
く
新
た
な
規

定
の
整
備
な
ど
、
校
則
の
大
幅
な
見
直

し
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
教

育
委
員
会
は
今
年
度
、
校
長
会
に
課
題

の
整
理
な
ど
の
検
討
を
依
頼
。
社
会
情

勢
の
変
化
を
踏
ま
え
、
校
則
の
見
直
し

が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
各
学
校
を
指

導
し
て
い
く
。

久
留
米
児
童
相
談
所

が
改
修
さ
れ
一
時
保

護
所
が
増
築
さ
れ
る

が
、
機
能
強
化
が
ど

う
図
ら
れ
る
の
か
。

Ａ　

児
童
の
状
況
確
認
が
難
し
い
と
い

っ
た
課
題
を
抱
え
て
い
た
少
人
数
の
居

室
の
複
数
設
置
や
、事
務
室
か
ら
居
室
が

見
渡
せ
る
配
置
が
可
能
と
な
る
よ
う
増

築
中
。移
転
し
た
後
の
ス
ペ
ー
ス
に
は
相

談
室
を
増
設
し
、虐
待
相
談
件
数
の
増
加

に
対
応
す
る
ほ
か
、少
年
の
非
行
や
い
じ

め
の
相
談
等
の
支
援
を
行
う
県
警
の「
久

留
米
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」を
設
置

し
、警
察
と
の
連
携
強
化
に
取
り
組
む
。

九
州
北
部
豪
雨
災
害

の
検
証
と
地
域
防
災

計
画
へ
の
反
映
に
つ

い
て
。

Ａ　

庁
内
関
係
部
局
で
構
成
す
る
検
証

※

こ
こ
に
掲
げ
て
い
る
質
問
は
、

　一
般
質
問
の
一
部
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。

※

（

　）は
選
挙
区
を
記
載

自
民
党
県
議
団

笠　 和彦
（福岡市中央区）

佐々木 允
（田川市）

民
主
県
政
県
議
団

後藤 香織
（福岡市早良区）

堤 かなめ
（福岡市博多区）

冨永 芳行
（糟屋郡）

新井 富美子
（久留米市）

中嶋 玲子
（朝倉市・朝倉郡）

桐明 和久
（八女市・八女郡）

井上 博行
（福岡市博多区）

塩川 秀敏
（宮若市・鞍手郡）

井上 正文
（宗像市）

西元 　健
（築上郡・豊前市）

浦 伊三夫
（糸島市）

吉村 　悠
（北九州市小倉南区）

板橋 　聡
（みやま市）

台
風
17
号
被
害
の
復

旧
と
今
後
の
備
え
に

つ
い
て
。


